


















岡山事業所ではベンゼン取り扱い設備に対して、これまで各種の排出量削減対策を実施しており、現在
も対策を継続しています。また、運転管理強化による大気排出の未然防止の取り組みを継続しています。
水島コンビナート各企業でも同様な対策や管理を継続して取り組んでいます。水島コンビナート近隣に

設置されている倉敷市測定点でのモニタリング調査結果では2023年度も環境基準を達成しております。

環境保護への取り組み4

有害大気汚染物質の排出量削減1

三菱ケミカルグループは革新的なソリュー
ションで、人、社会、そして地球の心地よさ
が続いていくKAITEKIの実現をリードしてい
くというPurposeを掲げ、サステナビリティを
経営の中核の一つに据えた企業活動を行って
います。岡山事業所では、大気・水質の汚染
防止、廃棄物削減、地球温暖化防止などにつ
いて取り組み、2023年度も環境事故ゼロを
継続しました。また、従業員へ環境法令教育
を行い、コンプライアンス意識向上に努めて
います。その諸活動は環境マネジメントシステ
ム（ISO14001)に適合しており、第三者認証
機関の審査を受け、ISO14001認証を継続
しています。

岡山事業所ではさまざまな化学物質を取り扱っています。これらの化学物質のうち「健康被害の未然
防止」の観点から大気汚染防止法に基づく自主管理対象物質の大気排出量の削減、及び光化学スモッグ
の原因の一つとされる揮発性有機化合物（VOC）の排出量削減に取り組んでいます。

岡山事業所で取り扱っている自主管理対象物質はベンゼン、アクリロニトリルです。
■自主管理対象物質の排出量削減‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

◆ ベンゼン削減対策の取り組み

解説

ISOはInternational Organization for Standardizationの略称で、日本語では「国際標準化機構」と翻訳されます。 ISO14001は企業等
の組織が経済活動を持続しながら、環境を保護し、変化する環境状態に対応する枠組み（環境マネジメントシステム）を提供しています。

ISO14001（環境マネジメントシステム）とは ?
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品質保証への取り組み品質保証への取り組み

解説

ISOはInternational Organization for Standardizationの略称で、日本語では「国際標準化機構」と翻訳されます。ISO9001は品質マネジメント
システムに関する要求事項が規定されています。

ISO9001（品質マネジメントシステム）とは？
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■品質コンプライアンス教育の推進‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

お客さまに安心してご使用いただける製品を提供する
ため、定期的に品質コンプライアンス教育を実施してい
ます。
本教育を通じて、決められたルールを遵守することの
重要性を周知徹底し、品質に対するコンプライアンス意
識の向上に努めています。

■品質対話の取り組み‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

サプライチェーン全体で品質情報を共有し、課題に対
して早期に対応し品質改善に繋げています。その取り組
みの一つとして、製造、物流、販売、技術、品質保証
の部門が参加する品質対話を定期的に開催しています。
品質対話では、市場情報や各部門からの課題等の品
質情報を共有し、お客さまに満足していただける製品を
提供し続けるように討議を行い品質向上に努めています。

岡山事業所では、品質マネジメントシステムの国際規格
であるISO9001を1995年に認証取得してから29年間
の運用実績があり、お客さまに満足していただける「品質」
の製品を製造・供給し続けることに努めています。PDCA
サイクルを廻す体制を構築し、お客さまのニーズを把握
し、継続的に「品質」改善を進めています。

品質対話の様子（2023年9月開催）

品質コンプライアンス教育の様子（2024年6月開催）
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